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ニ
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y
j

tf
f 
ル

後
年
の
露
西
瓶
マ
/V
V
Vス
主
義VJ 

■
比
せ
ら
れ
る
， 

さ
て
ド
ブ
ロ
リ
ュ

I

ボ
フ
は
W
の
天
禀
の
英
才
を
以 

て
し
乍
ら
何
等
*
㈣
的
の
思
想
を
編
む
の
暇
な
く
夭
折 

し
た
け
れ
ざ
も
、
彼
の
«
即
な
る
女
筆
的
活
動
の
：功
績 

は
當
時
の
11
:
龠
.運
動
史
上«

«
を
許
'̂

ド
る
も
の
が
ぁ
7 

る
。

M
a
s
a
r
y
k

は
次
の
如
ぐ
記
し
て
e
る
。「

ド
ブ
ロ 

ー
ソ
ヘ
ュ
I
ボ
.フ
の
文
筆
ド
^
1
1;ッ
メ 

J
ポIV
の
現
實
主
義 

的
批
判
は
，

1

の
政
治
上
の
武
器
ど
な
っ
たC
實
際
上
彼 

の
批
評
0
文
字
は
行
勋
^

»
化
し
た
、
論
敵
の
語
を
以 

て
せ
ば
暴
力
的
行
動
に
變
化
し
た
。J

*'
胜n

)？
。

私
は
進
ん
で
槪
ね
叙
上
の
急
進
的
社
會
主
義
的
倾
向 

に
S
す

る

第

一

一

の

思
0
,
即
ち
露
西
蓝
の
社
#
的
並
に 

'精
©
的
性
活
の
歷
史
に
於
て
虛
無
主
義(s

h
i
H
s
m

 )

の 

名
で
呼
ば
る
、
M
想
ど
其
代
农
者
ビ
ツ
ナ
レ
フ
に
就
て 

:の
槪
.要
を
述
ぺ
樣
^
见
ふ
。
：
：

(

戟

ー
.)

ド

ブ
a 

”
ュ
ー

ポ
7;
は

「

八

三

六

年

ニ\'
ッ】

，
一V
 
ノ

ブ

ゴ

ロ'

■少
F

0
ft
侣
.の
家
に
生
れ
れ
。
祀
街
の
神
取
校
で
敎
宵
さ
れ
、
後
-m 

で
、
セ
ソ
ト
。
八
テルスブクデ

の

師
範
大
學
I:
擧
ん
y

o
一
八
3£
四 

半
兩
親
¥
失
ひ
其
結
纸
家
計
に
焫
し
た
'の
で
彼
は
や
個
人
敎
授 

か
以
て
偕
か
‘！

1
1

家
糊
0
の
資
(;
佻
过
ね
ぱ
な
ら
な
か
つ
?;
O

T

A

’

 

五
瓦
印
チ
工

ご

エ

ブ

ス
キ
ィ
の
知
已
か
得
彼
か
ら
殆
ど
決
定
的 

の
影
響
を
受
け
?:
。
同
玉
六
半「

現
代」

(
s
c
v
r
e
m
e
i
k

..
認
上
に 

批
評
家
ミ
し
て
認
め
ら
れ
、
爾
來
同
_
編
柳
部
の
艰
業
に
_
胄
せ
る 

t

〖

八
六1

年
肺
勞
か
病
ん
で
卑
逝
し
た
。

(

註
ニ)

.
彼
の
文
學
批
討
屮
ォ
，
ス
ト.ロ
ブ
ス
キ
ィ(o

i
t
r
o
v
s
k
s

‘の 

削
_
、
ゴ
ゾ
チ
ヤ
ロ
フ

(

G
o
nCK
AJ
VH'
o
v

〕

の「

介

ブ
W
^
J
?フ

_及
パ
ク 

ly

ゲH

ネ
フ(

H
e
r
g
e
n
e
v
)

の「

與
の
前
伙j

等
じ
關
す
る
も
0.
'が
# 

に
著
名
で
あ
る
と
言
は
れ
る
.。

C

註
三)

M
a
s
a
r
y
k
: 

T
h
e

 

Spirit 

o
f 

Russia, 

vol. 

II 

p'
4
 

(

独
四)

ibid. p. 

2
4
.

生

產

的

及

び

不

生

產

的

な

る
 

語

に

就

て

(
1

)

 ：

丨

複

本

鑛

'
:

治
。

«S9»

o

0

o

「

勞
働
消
費
、
或

は
支 
w 

u
pcr
o
u
l
v 

c
o
n
s
i
l
s

,

. 
o
n

li

expenc5iture)

の
何
れ
に
適
用
さ
れ
るVJ

考
へ
ら
る
V 

に
せ
ょ
、
生
產
的
及
び
不
生
產
的
，(

で
3

&
江
.
|

§
4 

mlproductive)

な
る
ニ
語
の
適
當
な
る
^
法
に
就
て
は 

今
日
多
數
の
經
濟
學
者
が
其
の
見
解
：を
異
に
せ
る
も
の 

.で
あ
る
：が

"
.
见
ふ
に
是
れ
以
上
に
異
論
多
き
一
一
說
を
指 

:
:
«す
る
こ
へ̂

は
難
事
で
あ
ち
ぅ
.

」

：.

V 」

は
、
.■'..

パ
ジ
.：
ョ

シ

•
.
ス 

チ
ュ
，ァ
.
|ト
‘
ミ

ダ

が
其
の
著「

經
濟
學
上
未
定
の
諸
ン 

如
題J

第
三
論
の
劈
頭
に
叙
：述
せ
る
言
で
あ
る
o : (
J
.

00
'
.
 

IVHIL Essays 

on s
o
m
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unsettled 

Questions 

o
r
p
o
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utIcal

:wconomy, 

1
00

7
4
; 

2nd. 

e
d
r

p. 7
5
.
)

勿
論 

此
：の
.生
齑
的
及
び
不
生
產
的
な
る
語
を
區
別
す
る
Y

M 

は
、
術
語
0
問
題
|:
.過
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
け
れ
ざ
も
、
而 

も
之
を
滿
足
に
解
決
す
る
た
め
に
努
力
す
る
こ
ビ
は
甚 

だ
重
喪
な
る
次
第
で
あ
る
。
‘何
ミ
な
れ
ば
多
數
の
經
濟 

.學
者
は
常
に
是
等
の
術
語
に
對
し
た
る
觀
念
に
於
て1 

致
す
る
所
が
な
か
つ
た
ど
は
云

へ、典の
術
語
は
一
般

；
 

に
極
め
て
重

要
な
る
®
念
を
表

示
す
る
た
め
に
用
ひ

ら

れ
た
る
も
の
で
あ
り
、
又
右
の

_
念
を
常
に
表
示
す
.可 

.:

さ
術
語
の
辕
然
た
る
用
法
に
依
て
或
る
瞹
昧
さ
が
其
の 

f
t« v

a >
自
體
の
上
に
投
發
ら
る

S
こ
と
は
、
あ
り
得
可
き 

で
ぁ
る
か
ら
で
あ
る
。

k

に
新
術
語
の
紹
介
に
對
す
る 

\

銜
學
的
杭

*
が
繼
續
す
る
限
り
、：
精

W
的
及
び
政
治
的

. 
j

,
,主
題
に
於
け
る
正
確
な
る
思
索
家
は

"
彼
等
の

a
念
表 

現
に
就
て
莜

•た
貧
弱
は
，る
語*
に

.制
限
せ
ら
れ
ざ
る
を

. 

j

得
な
い
。
故
に(

ィ)

人
類
の
熟
知
せ
る
術
語
が
见
索
の 

|

道
具Vi

し
て
最
大
可
能
に
利
用
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら 

j
vl a
ミ
云
ふ
こ
气(

ロ)

一
 

語

義

に

他

#

&

て
充
分 

表
現
せ
ら
る
V

或
る
觀
念
の
記
號
ミ
し
て
用
ひ
ら
る
可 

き
も
の
で
は
な
い

V
J
Sふ
こV

、

及
び(

ハ
ノ
極
め
て
重 

™
要

^
る
觀
念
を
表
示
す
可
き
諸

»
]]
?
.か

此

較

的

重

.要

な 

.ら
ざ
る
が
如
き
觀
念
の
表
現
ビ
し
て
擅
に
用
ひ
ら
る
可 

き
で
な
い
、匕
运
ふ
乙

^
の
三
事
は
、
甚
だ
緊
要
な
る
次 

第
で
あ
る
。

 

.

依
て
私
は
次
に
ミ
ル
の
•見
解
作
從
て
生
產
的
及
び
木

第
七
瞵 

八
七

笫

卞

八

猞

r九九七

)

雜錄生產的及び不生產阶对る諮に就て



够

'r
八

猞

(

九
九
八〕

雑
錄
生
産
的
及
ぴ
不
生
産
瞅
な
厶
語
じ
就
て

生
康
的
な
る
^

-0
意
義
を
m
ね
る
こ
々」

、
す
る
。

ミ
ル
の
所
說
に
從
へ
ば
生
產
的
勢
働
及
び
如
あ
咖
き 

®
i:&
る

熟

語

は

或

る

純

濟

學

者

が

極

め

て

®

自

r
用
^
 

て
®

る
も
の
で
ぁ
る
。

卯

ち

彼

等

は

、

何
等
か
如
职
わ 

る
目
的
に
役
立
つ
總
て
の
勞
働
>
及
び
浪
費
に
非
ざ
る 

«
て
.
'の
梢
费
-
.

(

&
 labour, w

H
i
c
h

 .:service;3:any:useful 

p
u
r
p
o
s
e
—

ali 

c
o
n
s

-cm
p
t
i
Q
n

 

\
wtr
*
:
i
c
h

 
J
s 

not 

waste) 

を
-ば
、

v 

h夫
々
生
產
的
勞
働
及
.び
生
產
的
.消
®
ビ

思
考
し 

て
、
之
を
分
類
す
る
の
で
あ
る
。
現
に
ジ
ョ
ン
‘ラ
ム
ゼ 

イ
*
マ
ッ
カ
ロ
ッ
ク

(

J
&
p 

M
o
U
H
O
C
h
)

氏 

は
次
の
如
く
主
張
し
て
居
る
。
.日
く V

ア
ス
ター

夫
人 

c
g
a
d
a
m
e

 

P
a
s
t
a

即
ち 

一
A
j
r
l
o年
前
後
に
於
け
る
伊 

太
利
の
歌
劇
役
者
に
し
て
ソ
ブ
：ラ
イ
の
名
手
と
し
て
聞 

え
し
：*ジ
ュ
デ
ィ
ソ
タ
。
ネ*

v
*
=
N
o
u
i
d
i
t
t
a
N
e
g
r
i

夫
人〕

の

勞
働
も
亦
綿
絲
紡
e
x
の
赘
働

e
同
麟
に
生
產
的
勞
働 

芒
呼
ば
る
可
き
も
の
で
あ
る
？
0
:.
ゾ

笫
七
號 

八
八
.

此
0
意
義
に
用
ふ
れ
ば
生
產
的
及
.び
不
$

*
«;
な
る 

語

は

不

要

，で

あ

る

。
何€
な

れ

ば一

方

に

於

て

^
:
胁
か 

る
及
び
快
適
な
る(useful

s
a pg

”8
a
b
i
e
)

>£
云
ひ
、 

又
：他

方
^
於
て

無
用
y
る
及
び
價
値
な
さ(usdess and 

worthless

..../V 」

云
ふ
語
は
生
靡
的
及
び
不
生
！
iM O
な
る 

語

，か
此
の
場
合
に
適
1|
]
せ
ら
る
、
«
て
の
觀
念
を
表
'現
'
 

す
ろ
に
甚
だ
充
分
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
其
の
% 

語
の
斯
る
用
法
は
、
言
語
の
-目
的
を
破
壤
す
る
も
の
で 

あ
る
。

:

更
に
制
限
せ
ら
れ
し
意
義
.に
於
て
如
上
の
ま
を
用
ふ 

る
經
濟
學
者
は
.、
生
產
的
S
く
は
不
生
産
的
勞
働
.を
解 

し
て
常
を
生
產
す
る
勞
働
荇 

< は
富
を
生
產
せ
ざ
る
■勢「 

..価(labour which 

Is .producive 

of" 

wealth, 

or., uu*. 

producive of wealth) 

V」

な
す
の
が
常
で
あ
る
。
然
ら 

ば
富
ど
は
何
ぞ
や

、

茲
に
於
て
生
產
的
若
く
は
不
生
產 

的
な
る
語
は
、
多
く
の
經
濟
學
考
が
富
な
る
語
に
與
へ 

し
各
種
の
外
延(

d
si
e
r
s
t 

extension)

に
適
應
す
る
峻

昧
の
附
加
せ
ら
る
、
ミ
兆
に
槺
々
の
相
違
を
來
す
の
で 

あ
る
o

/ 

. 

: 
S 

■
: 
■ 

;

へ

例

：へ
-ば

或

る

經

濟

學

者

：じ

侬

れ

：ば

富

ビ

、は

 
> 
人
類
の 

:

侦
用
若
く
は
享
樂
に
役
立
つ
：ど
共
に
交
換
價
値
を
:®
す

ノ
 

'る
總
て
の
物
仲(

a
u

 

things ;,wh

一

c
h

 

tend 

to 

the 

use

•
 

. 

. 

: 

:
s

or enjoyment 

o
f
「m
a
n
k
i
n
d

.v#
and 

which 

possess 

ex- 

{ 

^
a
n
g
e
a
b
l
e

 

v
a
l
u
e
)

を
云
ふ
の
で
あ
る
。
他
し
此
の
最 

後
の
條
唄
に
は
除
外
例
が
あ
る
。
即
ち
空
氣g

如
き」 

日
光
0
如
き
"
又
勞
働
若
く
は
犠
牲̂:
用
ひ
ず
し
て
無 

限
量
に
獲
得
せ
ら
れ
得
可
さ
他
の
凡
ゅ
な
«
:^
9
1
1
7 

o
t
nol
r things 

wnich 

c
p
n
cr
e obtained-in 

unlimited 

一

quantity 

witliout labour 

or .sacrifice)

の
如
き
は

、\ 

何
れ
も
除
外
せ
ら
る
ゝ
の
で
あ
る
。
加
之
勞
働
に
依
て 

生
產
せ
ら
る
れW

も
、
市
.場
に
於
て1

宛
の
價
格
を
支 

配
す
る
に
觅
る|

般
的
評
惯(general estimation )

に

統
制
せ
ら
れ
ざ
る
が
如
き
總
て
の
物
件
も
亦
然
-,で
あ

s
o

.併
し
此
の
定
義
が
說
明
せ
ら
る
、
場
合
に
多
く
の
-人 

は
、「

人
間
の
使
用
若
く
は
享
樂
に
役
立
つ
總
て
の
物 

件」
(call 

t
i
h
m
c/
q
w 
矣
&:
0げ t

e
n
a
t
o

 

the
. 

use 

o
r 

enjoy

ment 

of 

m
a
n
o

を
解
釋
丨
て
单
に
總
て
の
物
赞
的 

物

件all 

material things)

を
包
含
す
る
に
過
き
な
い 

と
考
へ
れ
の
で
あ
る
。
從
„-1
非
物
項
的
'生
產
物
は
、
彼 

等
の
拒
ん
で
.富
f
考
へ
な
か
つ
ft
も
の
で
あ
る
。
Ij
し 

て
彼
等
に
#

へ
ば
非
物
質
的
生
產
物
の
み
を
產
出
す
可 

き
勞
働
若
く
は
支
出
は
、
不
.生
產
：的
勞
働
及
び
不
生
產 

的
支
出
た
る
特
色
を
有
す
る
も
の
も
あ
る
o

之
に
對
す
る
答
辯
は
、
此
の
分
類
に
從
へ
ば
或
る
大 

エ
の
自
家
の
職
業
上
に
於
け
る
勞
働
は
生
產
价
勞
働
で 

あ
る
け
れ
ど
も
、
同

一

個
人
の
修
業
中
^
於
け
る
勞
働 

は
不
生
產
的
勞
働
で
あ
る

f
沄
ふ
乙
:̂

で
あ
つ
ft
"
而 

も
如
上
一
一
種
の
何
れ
の
場
合
に
於
て
も
、

明
か
：に
大

.
H

 

の
勞
働
が
生
產
的
€
是
認
せ
ら
-る
.可

き

も

の

に
®:
ら

役

幣

七

號
 

八
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雜
錄
生
產
的
及
び
不
生
產
的
丸
ゐ
鼢

|-
就
て



第

十

八

卷

ニ

〇

0

0)

.雜
錄
生
產
的
及
び
不
生
産
的
尨
る
語
に
就
て

笫

七

號

：

き

u
n
n

立
つ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
終
極
の
結
果
ょ
み
觀
れ
ば 

.1

方
は
、
他
方
^
典
に
等
し
く
缺
く
可
か
らH

る
も
の 

で
あ
つ
^
。
M
に
今
若
し
如
上
の
定
義
を
採
用
し
た
な 

ら
ば
、
菩
々
は
、
他
跔
の
職
人
の
-
倍
の
熟
|*
あ
る
職 

人
を
^
す
るj

國
も
他S
事
情
む
じ
で
#

い
む
,
か
. 

.
_國
ょ
K
Vも
富
裕
に
非
^
ど

斷

言

：
せ

：ざ

る

を

#
な

い

、

： 

一
：
勿

論

菌

の
.各
成
果
及
び
甯
を
欲
求
す
：る
ft
め
の
一
切
 ̂

は

、
：
砂

力

，
に

前

.の

.國
ょ
b
も
後
:Co
'ti
l

_に
.於
て
ょ
b
高
き 

辟
度
に
所
有
せ
ら
る
、
 ̂j V」

で
め
ら
ぅ
。

1

體

食

用

に

供

す

る

爲

に

採

用

せ

ら

る

ぐ

樱

坊

ー

籠
 

，が

窗

w

呼

ば

れ

る

ノ
レ
同

時

^

>

赏

な

る

名

稱

が

生

產

的
 

勞

働

者

V
」

公

認

せ

ら

る

、

人

々

の

習

得

的

熟

練

9

5
C

-
 

i
r

e
d

 

s
k

i
l

l

例

へ

ば

如

上

の

大

工

の

修

業

中

に

於

け

る

勞
 

働

の

如

！

に

與

へ

ら

れ

ぬ

ざ

云

ふ

が

如

き

總

て

の

分
 

_

很

：：

純

然

た

る

欺

斷

的

區

別

で

t

、

又

分

類

ど

術
 

語

S

を

豫

定

す

可

き

目

的

に

役

立

た

ぬ

も

の

で

あ

る

:0

去
れ
ば
，凡
ゆ
る
困
雛
に
打
勝
つ
た
め
に
或
る
.經
濟
學 

者
の
有
す
る
意
向
は
、
其
術
諸
.の
表
現
す
«1
き
區
別
が
_ 

，眞
に
充
分
一
定
し
、
而
も
前
者
0
何
れ
ょ
り
も
一
層
完 

全
^
專
斷
的
に
し
て
、
又
本
質
上
の
根
據
の
«
弱
な
る
：
 

も
の
た
ら
し
め
ん
e
す
る
に
あ
る
や
ぅ
で
あ
る
。
即
ち 

彼
等
は
、
勞
働
若
く
は
支
出
の
菝
出
す
る
生
產
物
が
支 

出
す
る
其
の
人
の
掌
中
に
復
歸
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、

如
何
な
る
勞
働
に
も
又
如
何
な
る
支
出
に
も
生
產
的
な 

る
名
稱
を
許
與
し
な
い
で
あ

；

ら
ぅ
.。
例
へ
ば
，
を
作
る 

こ
ぞ
、
及
び
溝
を
掘
る
こ
ミ
は
、
彼
等
の
名
付
け
て
生 

產
的
勞
働
£
な
す
所
で
あ
る
け
れ
^
も
、
夫
等
の
作
用 

-は
、
唯
だ
生
產
物
の
破
壞
を
保
議
す
，，る
こ
ど
に
依
て
間 

接
に
生
產
R.
役
立
つ
に
過
ぎ
々S

。

併
し
彼
等
の
主
張 

す
る
所
に
依
•れ
ば
私
有
財
產
の
保
護
の
た
め
に
政
府
の 

被
む
る
自
然
的
諸
費
用
は
，
不
生
產
的
に
消
費
せ
ら
る
：
 

、
の
で
あ
る
。
而
も
マ
ッ
カ
.ロ
:ッ
ク
氏
の
巧
妙
に
|§
»

1 

せ
る
:^
如
く
、
是
等
の
费
用
は
其
の
：國
富
に
.對
す
る
*

係

に

於

て

® ;
師

や

溝

掘

人

の

賃

銀

に

全

く

類

似

す

る

も

n
l

a
r

y

 

r
e

s
o

u
r

c
e

s
)

を

は

、

若

し

も

锶

，で

の

土

地

占

有

者

の

で

あ

る

。唯

だ

其

の

相

違

す

る

所

は

、
即

ち

離

師

や

溝
 

，掘

人

に

賃

鈒

を

支

拂

ふ

農

夫

は

其

の

結

果

生

ず

る

生

產
 

の

增

加

を

受

く

可

き

人

た

る

に

反

し

.
て

>

: «
察

實

ビ

裁

 

g

宵

^

の

費

用

を

負

擔

す

る

政

府

は

i "

必

然

的

豬

梁

^

 

し

て

私

有

#

產

の

保

®

ょ

り

生

す

る

：國

霄

の

：增

加

を

夫
 

自

身

の

國

庫

o .
t

s
 

o
w

n

 

c
o

^
r

s
)

に

取

戾

3

な

い

^

云
 

ふ

に
.

ぁ
>

0
0.

此
の
分
類
ょ
り
生
す
る
幾
多
の
奇
怪V」

不
適
當
€

を 

指
摘
す
る
時
は
際
限
が
な
い
で
あ
ら
5

"
菩
々
が
富
及 

び
生
產
な
る|

|

を

解

す̂;
じ 
> :夫
等
の
語
が
今
日
迄
用
；
 

ひ
ら
れ
し
最
廣
_

を
以
て
す
る
//

」

、
將
又
最
狹
義
を
以 

て
す
る
を
を
問
は
中
、
何
人
ビ
雖
ん
道
路
へ
橋
梁
及
び 

■運
河
が
顯
著
な
る
程
度
に
於
'て
>
:
且
甚
だ
直
接
的
な
る 

樣
式
に
於
て
生
產
及
び
富
の
增
加
に
實
献
す
る
こ
ど
を 

否
定
し
な
；い
で
あ
ら
ぅ
。
如
上
の
理
論
に
從
ベ
ば
失
等 

の
建
激
に
使
用
せ
ら
る
、
勞
働
ど
金
餞
_

資
源(

p
e
£
—

が
法
律
上
彼
自
身
の
田
地
を
通
過
す
る
丈
け
道
路
若 

く
は
遮
河
を
建
造
し
な
け
れ
ば
な
6
ぬW
す
わ
.ば
.生
產 

的
で
あ
る
ビ
考
へ
ら

れ

や

ぅ

。

若
し
も
此
の
代
6
V:
政 

府
が
道
路
を
建
造
し
"
而
も
公
的
通
行
稅(

p
u
g
c

 toll- 
free) 

を 
徵
收 
し
て 
通
行 
甘
し 

め
る
S
す
れ
ば
、
其
の 

勞
働
ビ
支
出
S
は
如
上
の
組
織
に
於
て
.明
か
に
不
生
產 

的
で
あ
ら
ぅ
。
併
し
若
し
も
政
府
成
は
個
人
の
組
合
が 

道
路
を
建
設
し
"
而
も
興
の
費
用
を
償
還
す
る
た
め 

に
通
行
稅
を
課
す
^
す
れ
ば
> 
吾
.々

は
如
何
に
し
て
右 

の
經
濟
學
者
が
生
產
支
出
な
る
、
名
稱
を
其
の
經
費 

coutiay)

に
與
へ
得
可
き
や
之
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
. 

.思

.ふ
に
興
の
同
一
勞
働
及
び
费
用
は
：、
若
し
も
無
偾
に 

與
へ
ら
るV」

す
れ
ば
、
不
生
產
的
：ざ
呼
ば
る
可
き
で
あ 

る
け
れV」

も
、
若
し
も
之
が
た
め
に
®:
金(charge)

が 

課
せ
ら
れ
る
^
す
れ
ば
、
生
：產
的
マ」

呼
ば
れ
る
皮
云
ふ 

結
果
に
な
る
て
あ
ら
う
。

笫
十
八
潘

C

1

0

0

1

)

雜
錄
生
席
的
及
び
不
生
產
的
な
る
語
に
就
て

第
七
m

九



第
十
八
卷

a

〇
〇

n)

，雜

：

錄

生

產

的

及

び

不

生

產

的

な

る

語

に

就

.て

;;
'

若
し
菩
々
の
關
說
す
る
純
然
た
る
®
斷
的
分
類
の
右 

の
結
果
が
指
摘
さ
れ
ft
皮
す
れ
ば
、
：吾
々
の
常
に
認
め 

る
其
の
杭
議
に
對
す
る
唯
一
の
答
辦
は
、
即
ち
其
の
境 

界
線
は
何
處
か
に
設
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
而
し 

.て
凡
ゆ
る
分
類
に
は
粗
ぼ
_

樣
な
も
適
合
性
を
以
て

 

一_ 

ノ
 

秫
類
に
も
又
他
種
類
に
も
包
含
せ
ら
れ
得
可
き
中
間
め 

場
合
^
!
!̂:
!
:
!
!
!
^

*̂
^cases)

が
存
ず
る
^
云
ふ
こ 

€
そ

一

.

}

■

.

パ
 

.

.

.

. 

:
.
.
.
.
.
一

あ
る
:0
此
の
答
織
は
、
充
分
疋
確
な
る
又
極
別
す
可
&

^n
l:
0

^

s(

t
h
e
w
a
.
n
t
o
f 

a 

sufHcistly 
accurate 

\

: 

:

:
 

.

.

.

.\
a
n
d

 

discriminating 

perception)、

鮮
言
す
れ
ば f 
般 

j 

に
分
類
の
場
合
に
避
け
雛
さ
不
正
確
，は
如
何
な
る
種
類 

の
も
の
で.あ
り
、
又
其
の
常
に
除
外
^
れ
得
，可
き
、
否 

除
外
さ
れ
ざ
る
可
ら
ざ
る
不
正
確
は
他
の
如
何
な
る
種| 

類
の
も
の
な
^
'や50

云
ふ
知
覺
の
缺
乏
せ
る
こW

を
指 

余
す
る
が
如
ぐ
思
は
れ
る
の
で
あ
る
C 

'
;
.
:
;.
:;
.
.五

.

,

:
:
:
:
M
.
d

瓜
ふ
に
幾
多
の
種
類
其
物
は
、
心
意
的
に
云
へ
ば
完

笫
七
號 

九
ニ 

全
に
一
定
せ
る
か
も
知
れ
な
い
が
"
其
の
何
れ
に
成
る 

特
定
對
象
が
屬
す
る

.

か
.を
斷
言
す
る
こ
マ」

は
、
常
に
必 

ず
し
も
容
易
で
は
あ
る
ま
い
。
從
て
二
種
の
何
れ
に
成 

る
對
象
が
置
か
る
可
き
か
確
定
せ
，ざ
る
時
は
、
藉
し
其 

の
分
類
が
適
當
に
な
3
れ
、
又
適
當
に
表
現
せ
ら
る
る 

な
ら
ば
、
其
の
不
確
定
は
唯
だ
事
實
に
依
存
す
る
に
過 

ぎ
な
い
。
即
ち
何
れ
の
種
類
に
其
の
對
象
が
屬
す
る
か 

は
不
定
で
.あ
る
。
何W

な
れ
ば
其
の
對
象
は
、
或
る
種
，
 

類
の
諸
特
性
ど
他
の
®
類
の
諸
#
性
-
の
何
れ
を
p
h 

多
く
所
有
す
る
炉
V
疑
問
で
あ
る
か
ら
で
あ
るC

併
し 

特
性
其
物
は
、
最
も
正
確
に
限
定
さ
れ
區
別
さ
れ
る
で 

あ
ら
ぅ
し
、
又
常
に
然
か
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
殊 

に
現
在
の
如
き
場
合
に
於
て
然
り
ど
す
る
。
何
艺
な
れ 

ば
此
の
場
合
に
何
等
か
重
要
な
るM

S
は
、
諸
觀
念
の 

間
に
於
け
る
區
別
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
併
し
吾 

々
は
、
»
て
の
職
業
を
'

|

種
類
I

即
ち
生
*
的
の
® 

類
及
び
不
生
産
的
の
種
類—

に
區
別
し
得
な
け
れ
ば

な
ら
.ぬ
ビ
云
ふ
こ
ど
が
、
決
し
て
特
に
重
要
で
は
な
い 

の
で
あ
る
ゃ
；

：
 

：

•:
然
る
に
分
類
は
、
取
に
I便
宜
の
事
柄
に
過
ぎ
なi

マ

」 

..云

，
ふ

乙

卞

：
が

®
.
々

云

は
れ

る

。
此
の
主
張
は
、
或

る

意 

義
に
於
て
如
何
に
も

尤
も
で
あ
石
け
れ
^
も
、
若
し
其 

の
意
義
が
次
の
如
く

で

あ

る

な
ら
ば
然
6

で
は
な
い
。 

即
ち
其
の
'意
味
す
る
所
に
#

へ
‘
.
ば

最

も

適

當

な

る

分

領
 

S

,
成

る

；對
象
が
甲
の
.種
類
に
願
す
る
や
、
將
又
こ 

の
種
類
に
屬
す
る
や
を
極
め
て
容
易
に
斷
言
す
可
き
も 

の
で
*
る
w

.°

_
,
 

_

抑
も
分
類
を
使
用
す
る
：は

 

諸
事
物
間
に
存
す
る
區 

別

,0
上
に
注
意
を
確
定
す
る
に
あ
る
。
.而
し
て
最
上
の 

分
類
ど
は
自
然
の
中
に
存
在
す
る
異
種
の
對
象
を
確
定 

盤
齊
す
可
き
幾
多
の
便
宜
は
、
如
何
な
る
も
の
に
も
あ 

れ
、
兎
に
角
最
も
重
要
な
る
諸
鼯
別
の
上
^
確
定
せ
ら 

る
、
も
の
で
あ
る
。
故
に
注
產
的
及
び
不
生
產
的
な
る 

語
の
意
義
を
確
定
す
る
に
は
菩
々
は
、
衆
知
の
.明
法
を

:

囀

十

ス

盤c
l
o
r

三)

雜

條
り
目
立
つ
程
に
破
鐵
せ
ず
に
兩
語
の
表
現
し
得
可
き 

,

(

最
も
重
要
な
る
區
別
に
就
て
兩
語
を
有
意
義
な
ら
し
め 

る
や
5

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

M
に
古
き
術
語
の
使
用
の
み
に
限
定
せ
ら
れ
た
る
揚 

j

合
.に
は
出
來
得
る
限
り
、
吾
‘々
は
夫
等
の
術
語
の
古
き 

聯
想
に
抗
爭
す
る
必
耍
な
き
撒
に
注
意
し
な
け
れ
ば

 ̂

:

ら
ぬ
U
從
て
吾
々
は
、
出
來
得
る
な
ら
ば
夫
等
の
術
鼯 

|

に
次
の
如
き
意
義
を
與
ふ
可
§
で
あ
る
。
即
ち
其
'の
意 

義
に
依
れ
ば(

ィ)

人
々
が
常
に
夫
等
の
術
語
を
使
用
す 

:'
る
各
種
の
命
題
は
、
出
來
得
る
限
り
尙
ほ
眞
理
た
b
得 

，
や
う
し
、
又

(

ロ )

夫
等
め
術
：語
.の
常
^
,惹
起
1
感
情
は
、
 

い：吾
々
が
夫
等
の
術
語
を
充
用
せ
ん
皮
欲
す
る
事
物
に
侬 

て
喚
&
せ
ら
る
可
き
が
如
き
も
0
で
あ
ら
う
。

依
て
吾
々
は
"
以
下
の
硏
究
の
結
果
に
於
て
&
等
の 

條
件
を
結
合
す
る
K

に
努
め
や
う
。

ff
l
て
如
何
な
る
方
法
に
.於
て
經
濟
學
者
が
生
產
的
及 

び
不
生
產
的
勞
働
若
く
は
消
费
の
定
篛
を
決
宛
せ
る
^

谘
七
聰 

九

3



第

十

八

盤(

ー
0-
0
四)

雜

錄生鹿的及び不生

m

t
なろ語に就乂

成
.七
魏

H

せ
ょ
、
彼
.等
が
其
の
定
義
ょ
れ
椎
論
し
た
る
結
果
は
龃 

ぼ
同」

で
あ
る
。

即
ち
一
國
の
生
產
的
勞
働
及
び
生
產 

的
消
: ®
の
數
量
に
比
例
し
て
其
の
國
が
富
裕
^

な
_
6ど 

淀
ふ
こ
芒
は
、
彼
等
の
總
て
が
許
容
す
る
所
で
あ
る
。

(saving, 

economy, 

frugality)

云
ふ
の
で
あ
る
。
從 

て
缺
2
だ
か
" 

'困
掰
ビ
：か
、
又
は
飢
餓
ヒ
か 

日iseiy、
and starvation)

云
ふ
も
の
は
、

一
國
が
其
の

.

生
產
に
.於

け

る

勞

働

及

び

資

源

の

使

用

を

年

々

次

第

に 

朱
化
ば
不
生
產
的
勞
働
及
び
木
生
產
的
消
费
に
此
例
し\

減
少
せ
し
む
可
き
運
命
を
指
す
の
で
あ
る
。
斯
く
使
用 

て
、
興
の
國
は
贫
困
ミ
な
る
の
で
あ
る
。
又

通

常

彼

等\

せ

ら

る

、
富

の

數

量

が

年

々

增

加

す

る

結

果

ミ

し

て

、 

の
見
解
に
依
れ
ば
、
生
產
.的
支
出
は
.
一
の
利
得(a 

g
a
b
>

 

|

慰
设
ど
殷
富(comfort and 

opulence) 

VJ

は
增
殖
せ

で
あ
る
。
一
去
れ
ば
不
生
産
的
支
出
は
、
如
何
に
有
用
a 

る
も一

の
_
牲

9

s
a
c
d

£T>
c
e
)

ビ

看

做

さ

る

 

>
の
で
あ 

各
。
BI
に
彼
等
の
見
解
に
從
へ
ば
、
，生
產
的
に
支
出
せ 

.ら
る
可
か
6
し
も
.の
，を
不
生
藓
的
に
支
出
す
る
こ
ど 

は

、

常

；
^
資

源

の

浪

費

(a.squanderingof

置
 

な
る
特
色
を
有
す
る
も
0
に
し
て
又
浪
费
及
び
大
ザ
ジ 

パ(profusion and prodigality)

fs
る
名
稱
が
與
へ
ら 

る
、
の
で
あ

る

。

之
に
反
し
て
資
本
を
戤
食
せ
す
ぢ
不 

生
產
的
に
支
出
せ
ら
る
可
き
も
の
を
生
產
的
に
支
出
す 

る

>

V

ミ
は
、
貯
蓄

W

か「

經
濟
も

が

、

又
は
儉
約
ど
か

ら

る

、
の
で

あ

る

。

.次
に
吾
々
は
、
支

.
«> £
勞
働
使
用

S
に
於
け
る
性
質 

の
如
何
な
る

.

も
0
が
、
上
述
せ
る
總
て
の
結
果
を
眞
實 

に
流
出
せ
し
む
-可
き
か
を
吟
味
し
や
ぅ
。

m
て
總
て
の
努
働
及
び
總
て
の
.支
出
が
羞
向
け
ら
る 

>
目
的
は
ニ
樣
で
ぁ
る
。(

ィ〕

其
のI

は
、
往
々
直
接 

的
享
樂
"
即
ち
滿
足
其
物
が
希
望
せ
ら
る
可
き
諸
欲
求 

の

充

足(eniov-ment: 
i
3
m

.fi)liately; 

the 

f
u
s
マneat 

o
f

r+
l
h
o
s
e 

desires, t:bie

rQratincat

o'n of 

w
ho*
は is 

wfr
*

;/
>
.
h
e
d 

for 

o
n its 

o
w
n

 

account)

で
も
る
こ
ビ
が
あ

る
0U

 )

其
のI

一
は
、
勞
働
若
く
は
#
川
が
享
樂
の
k 

め
に
直
接
に(immediateiyv

招
か

rt
t
、
而
が
尙
ほ
絕 

對
に
浪
費
せ
ら
れ
ざ
る
場
合
に
は
、
衬
_
,
に
て
も
其
の 

勞
_

»
く
は
®
用
が
間
接
.的
享
樂(sjoylrent 

indire- 

ctly 

o
r 

meJiately 〕

の
目
的
に
招
か
る

可

き

で

あ

る

ず

)

V

が
あ
る
。

W
ち
ニ
来
ft
れ
に
し
て
も
、
享
樂
の
永
續

o
 

o
 

0
■:
;■

.

K 
源

礙(lllae permanent: sources 

o
f
.

'enjoyment 
}
ル
么

補
«:
し
>
又
永
績
せ
し
め
、.;
若
く
は
之
に
攸
加
す
る
所

が
ぁ
る」

八
’ノ 

.

.

勿
論
草
樂
の
源
衆
は
集
松
さ
れ
貯
藏
さ
れ
る
re
.*
ら 

ぅ
げ
.れ
ざ
も
、
享
樂
其
物
ゆ
集
.積
す
る
こ
ミ
も
貯
藏
す 

る
こ
艺
も
出
來
な
い
0,
.

抑
6
1
:國
：の
：赏
は
、
其
の
物
質
的 

た
る
ビ
非
物
質
的
允
る
I

間
は
ず
-
其
の
闕
に
包
含 

:せ
ら
る
\
享
樂
の
永
續
的
源
泉
の
總
额
ょ
り
成
る
の
で 

あ
る
o
而
し
て
吾
々
の
考
ふ
る
所
に
依
れ
ば
、
是
等
の 

永
®
的
源
:*
を
增
加
特
績
せ
し
む
可
^
倾
向
あ
る
勞
働

、
若

く

は

支

出
.：は
■生

產

的

ビ

名

付

け

ら

る

可

き

も

の
•<:
4>
-

次
に
直
接
に
享
樂
を
與
へ
る
目
的
に
使
用
せ
ら
る
可 

き
勞
働
、
例
へ
ば
樂
器
の
演
奏
者
の
勞
働
の
如
き
は
、 

l
v _菩
々

の

名

付

け

て

木

生

產

的

勞

働

ど

な

す
も
の
で
あ 

I

,
る
,
吾

々
の
考
ふ
る
所
に
依
れ
ば
斯
の
如
き
演
S

の 

\

消
费
す
る
總
て
の
も
の
は
、
不
生
産
的
に
消
費
せ
ら
る 

一

ゝ
の
で
あ
る
，
何
<
な
れ
ば
典
の
國
民
の
占
有
す
る
享 

|

樂
源
泉
の
集
穑
總
額
は
、
其
の
演
奏
者
の
消
費
せ
る
數 

\

量
、丈
け
減
少
す
る
も
の
な
る
に
反
し
て
、
若
し
も
夫
れ 

|

が
食
物
及
び
衣
服
の
生
產
に
.於
け
る
‘勸
勞(services) 

V 」

の
交
換
に
與
へ
ら
れ
れ
ビ
す
れ
ば
、
其
の
國
に
於
け 

‘ー
る
享
樂
の
永
續
的
源
泉
の
總
额
は
減
少
せ
す
し
て
却
て 

增
*
し
|2
で
あ
ら
ぅ
か
ら
®

-

然
ら
ば
其
の
樂
器
の
演
奏
密
は
、
其
の
行
爲
に
關
す 

.
る
限
り
往
.產
的
勞
働
を
な
す
に
非
ず
し
，て
、
不
生
產
的 

勞
働
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
併
し
其
の
樂
器
の
製
作
^

第
七
號 

九
洱

第

十

八

盤

c

0

G3L
、
雜

錄

4-
:鹿
的
及
び
不
生
産
的
尨
る
語

|'
就
て



I 

笫

卞
八
翁(

一
〇
o
o>
雜

錄

；
生產的及び不生滗的なる請に就て

 

烺
七
號 

九
六

J 

.

.. 

.

. 

... .

.

.

.

.

.

I
」 

從
^
す
る
勞
働
者
の
勞
«
に
就
て
\
晋
々
は
何
:̂

茇
ふ
こ
ぞ
に
於
け
る
熟
練
修
得
に
使
用
せ
ら
る
、
勞
働
ど
.諸

| 

ぃ
可
き
で
あ
ら
ぅ
か
。
多
數
者
の
云
^
所
に
依
れ
ば
"
其

基

策

Q

l

ミ̂
は
、

生
產
的
に
使
，用
せ
ら
れ
、
又.© 

'

の
啓
働
者
も
亦
生
產
的
勞
働
请
で
あ
る
。
而
，し
て
其

^

ぃ
消
せ
ら
る
く
も
の
^
考
察
さ
れ
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。

• g

由
は
如
何W

云
ふ
に
、
樂
器
其
物
.は
享

樂

の

永

績

的

：'

又
或
る
生
產
的
勞
働
者
の
熟
練
は
，
彼
の
運
轉
す
る 

源
泉
に
し
て
、
其
の
享
樂
ご
共
に
終
始
す
る
も
0
に

非,

機
械
に
類
似
す
る
の
で
あ
る
。
而
も
熟
練
及
び
機
械
の 

ざ
る
が
故
に
ノ
集
梢
せ
ら
る
と
楚
認
せ
ら
る
、
か
ら
で
二
者
は
典
に
淳
樂
で
も
な
け
れ
ば
、
又
a
镂
I:
享
樂
に 

あ
る
。
 

役
立
つ
も
の
で
も
な
い
が
、
併
し
何
れ
も
i

に
役
立 

.

.併
し
其
の
音
樂
家
の
熟
練(

s
k
m
)

も

:"
亦

享

樂

ど

彼

|

つ
®
に
於
て
は
間
接
的
で
あ
9
、

又

同

様

で

あ

る

。
.若 

の
演
葵
す
る
樂
器
$
の
永
續
的
源
衆
で
め
る
。
而
し
r 

I

し
も
多
軸
紡
績
機
が
富
で
あ
るW

す
れ
ば
，
紡
績
工
の 

假
令
熟
M
其
物
は
|
個

の

#;
質

的

對

象

9
,目

^
1
^
1

|

熟
練
も
亦
富
て
ぁ
る
。
又
若
し
多
軸
紉
績
機
を
製
作
す 

o
b
j
e
c
t
)

に

非

^

し

て

 >
;

對
象
，の

一

性

質

ち

演

#
#
.
一
 

る
機
械
師
の
勞
働
が
生
產
的
て
あ
る
ぞ
す
れ
ば
、

其

の
 

CO
双
平
ど
心
意
皮
の
一
性
筲
9

quality 

of an object, 

.
a
il
H
が
其
の
職
業
を
修
得
せ
る
©
合
め
勞
働
も
生
產 

viz., 

of the 

h
s
d

 

and., m
i
n
d

 

of the 

p
e
r
f
o
r
m
e
r
)

で

|

的
で
あ
る
。
而
し
て
兩
者
の
«5
费
せ
る
も
の
は
生
產
的 

.
あ
：る

に

し

て

も

、
熟.練は
交
換
價
値
を
有
し
勞
動
足
資
に
し

.て

、

詳

言

す

れ

ば

旣

に

消

费

せ

ら

れ

；
し

數

谶

ょ

.り

丨 

本V 」

に
依
て
獲
得
せ
ら
れ
、
又

貯

藏

集

積

せ

ら

れ

得

る

^
遙
か
に
*#
く
享
樂
0
永
續
的
源
泉
の
新
た
な
る
創
造
.
 

も
の
で
あ
る
。
故
に
熟
練
は
富
ヒ
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
.

を
生
す
る
こ
>£
に
依
て
、
興
の
.消
戥
は
典
の
國
に
於
け 

:
な
ら
ぬ
.o
而
し
て
人
«
の
：刹
益
若
く
は
快
樂
に
役
立
つ
る
夫
等
の
源
泉
の
總
顧
を
增
加
咚
し
む
る
も

-0
に
役
立

ち
こ
そ
す
れ
、
毫
も
減
少
せ
し
^
る
も
の
で
は
な
い
のV

a
l
u
e
)

を
一
も
殘
な
い
か
ら
で
あ
る
。
去
れ
ば
不
生
:'
. 

で
あ
る
。

. 

,
:

:

產
的
な
る
形
容
詞
は
？
^

」

M
に
例
を
代
へ
.て

成

る

裁

縫

師

.
の

熟

練

S
彼

の

使

用

に
も
，
劇
場
の
ょ
h
腐
朽
的
な
る
諸
性
®(properties)

す
を
5?
具
も
は
、
同
檬
は
甚
だ
.間
接
な
る
方
法
‘に
て
衣
の
連
夜
の
消
費
に
も
、
演
技
屮
の
パ
7
ス
タ
I
夫
人
の
，

服
，

V

著
用
す
る
人
に
便
宜
を
與
ペ
る
私
の

.で
あ
る
。
何

勞
働
に
も
、
將
又
其
の
場
合
に
於
け
る
合
奏
幽
の
勞
働_

ビ
-^
れ
ば
直
接
に
貢
献
す
る
も
の
は
、
衣
服
其
物
で
あ
に
も
、
等
し
C
適
用
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
，
' 乍
併 

も
が
故
で
あ
る
。
か
の
パ
ス
ター

夫
人
の
熟
練V」

、

彼
之
に
む
拘
は
ら
す
其
の
劇
場
を
建
設
せ
る
建
築
技
師
は
. 

女
0
浈
技
の
效
果
を
肋
く
る
‘建
物
及
び
裝
飾
ミ
は
？
亦

j

生
產
的
勞
働
者
で
あ
つ
た
0
:1
:
ぁ
る
。
同
じ
く
腐
朽
的
，：':
'
.::
:
: 

同
じ
く
何
#
の
中
間
的
手
段
な
く
し
て
、
：
即
ち
®
接

の

|

物
品
の
生
產
者
も
生
產
的
勞
働
者
に
し
て
"
樂

器

の

製

.
 

方
法
.に
て
聽
衆
の
享
樂
.に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。然

作

#
も

亦

生

員§

«

者

で

あ

つ

た

。

皿

し

て

|£
に

吾
，
 

る
に
其
の
建
物
及
び〗

裝
飾
ば
不
生
產
的
に
消
費
せ
ら
々
の
附
加
す
可
^
も
の
に
は
、
斯
る
音
樂
を
養
成
せ
る
.

れ
、
又
"バ
ァ
ス
タ
ー

夫
人
は
木
生
產
的
に
^
働
し
て

 

>不
一
敎
師
の
^

■
も
ぁ
れ
ば
、-'
ス
パ
ァ
ス
タ
ー
夫
人
に
與
へ 

注
產
的
に
消
®
す
る
も
の
で
：あ
る
。
何
ビ
.な
れ
ば
其
のI

:

た
で
沄
つ
て
も
宜
い
敎
授
に
依
て
同
夫
人
の
技
倆
を
完 

::
®

#
は
使
用
さ
れ
て
破
損
•し

 

>
而
し
て
パ
ァ
ス
タ
ー
夹
：

成
ず
る
に
貢
献
せ
る
人
々
の
勞
働
も
あ
る
の
で
あ
る
。

人
は
直
接
に
観
客
の
享
樂
の
た
め
に
浓
技
を
行
ひ
且
其
總
て
是
等
の
人
は
"
同
機
に
且
.甚
だ
間
接
な
る
方
法
，

：⑴

.'

の
演
挟
の
結
集
£:
し
て
交
換
偵
値
を
有
す
る
永
績
的
成
；
即
ち
享
樂
の
永
續
的
源
泉
0
生
產
に
依
て
聽
衆
の
享
樂
：
，

果

(any 

p

-̂maheLt 

resu.t possess

B-g

rb'
x
c
h
a
n
g
e
a
b
^
^ 

に
貢
献
し
た
る
も
の
で
あ
る
。

：

：

:
: 

:
>
第
卞
八
卷

(

1
〇
〇
七
.V
雜

錄

:
生
逄
的
及
び
不
生
逄
的
な
る
語
|-
就
飞 

第
七
狨 

九七，
：：



第

十

八

卷

c
.
l
o
o
;6
.
:
.
雜

.錄

.生
蛮
的
及
ぴ
不
决
產
的
な
る
語
に
就
て

 

第
七
號

'
然

ら

ば

此

の

揚

合

旣

述

の

棉

絲

紡

績

工

の

場

合

及

び

支

出

0:

ご
R
:於
け
る
.相
違
は
如
何
ど
.去
ふ
に
'夫
：れ
は
T

0
如
く 

： 

(

..ロ〕

其
の
直
接
の
，結
果V」

目
的
ど
が
' 人
類
じ
取 

.

.で

あ

る::
0
.
即

ち

多

軸

妨

續

機

ヒ

榀

絲

紡

績

工

の

熟

練

ビ

て

有

用

若
ぐ
は

快

適

な

る

諸能
力
、
苦
く
は
諸
虫
質 

は
^
產
的
勞
儆
の
成
果
で.あ
る
の
み
tt
:
ら
：す

，
又

夫

自(faculties 

or 

q
ua〗 ities)

を
人
類
又
は
也
の
生
钩
こ 

:

嵌
が
生
產
的
に
消
せ
ら
る
、
の
で

.あ
る
。
之
に
：反
し
一
與
へ
て
、
而
も
交
換
價
値
を
有
す
る
所
の
勞
働
及
び
支 

て
，樂
器
ど
音
樂
家
の
熟
練
ど
は
ャ
等
じ
，く

生

產

的

勞

働

出

。

.の

.
成
果
で
*
^
け
れW

も

、

夫

自

體

が

木

生

產

.的

に

消

.

(.：

ぐ)

其
の
直
接
の
目
的
が
何
等
か
有
用
な
る
物
質 

費
せ
ら
る
き
沄
ふ
に
あ
.る
0
:で
あ
る
:0{: 

V
I
,

的
生
產
物
、
若
く
は
肉
體
的
乃
至
心
意
的
能
力
、
_
或
は
，
 

—

然

ら

ぱ

斯

く

論

じ

來

り

し

、、
、
ル

«

如
'何
« ;

る
傘
則
にj

性

質

(
b
o
d
i
l
y

 

o
r

 

m
e
n
t
a
l

 

f
a
s
l
t
y

 

o
r

 

q
u
a
l
i
t
y
)

を
創 

,
遥
っ
き
て
.生
產
的
、
不
生
產
酌
の
區
別
を
試
み
た
る
や
”
：

造
す
る
こ
^

に
存
せ
ざ
れ
.ど
も
、
尙
ほ
夫
等
の
目
的
の
：
 

次

に

之

を

窺

ふ

こ

ど

、
ず

る

。

 

• 

.
 

•

一
を
'促
進
す
る
に
間
接
に
：役
立
つ

:̂共
に
其
の
目
的
の 

人
：
'

::
卞
 

j

た
め
に
の
み
行
は
れ
、
若
ぐ
は
求
め
ら
れ
る
ビ
云
ふ
が 

r(

A

)

如
ち
ミ
ル
の
見
解
を
以
て
す
れ
ば
、
次
の
も
の
，
如
き
勞
働
及
び
支
出
。

は
常
に
生
產
的
で
あ
る
"
.ベ
：
ノ 

；

;

A

B 
)

又
次
の
も
の
ル
：_

獄

的

に

し

て

、

_
 

广
ィ)

,;
其

の

直

接

の

，
目

的

、

「

若

く

は
.結
果
が
人
類

.'.
不

生

產

的

ャ

あ

る0
而
し
て
其
の
何
れ
.の
種
類
に
も
® 

に
取
て
有
用
若
く
は
快
適
な
る
，成
る
：物

質

的

生

產

物

.
當
に
，分
'類

^
れ

得

な

い

も

の

，
で

め

'
る

0
即
ち 

(
？o
m
e

 

material 

p
r
o
d
u
c
t
)

の

創

造

に

あ

る

所

の

勞

働

现

る

有

用

な

る

物

質

的

坐

：飯
物
、
苦

く

は

肉

..
1
的
乃

，至
：心

意

的

能

力

或

は

性

質

を

眞

實

に

創

造

す

る

'か
、
、
又 

は
.之
が
劁
造
を
促
進
す
る
も
の
で
は
あ
る
け
れ
^
も
、

併
し
其
の
目
的
の
た
め
に
の
み
求
め
ら
れ
た
り
、
，若
く 

は
：行
は
れ
れ
ゎ
す
る
：の
で
は
び
く
し
て
、
.他
に
恐
ら
く 

主
.要
な
るE

H

的
、
即
ち
享
樂
若
<
:は
享
樂
の
促
進

:レ
云」

ふM

的
を
有
す
る
：が
如
き
襟
働
及
^
支

出

，:'
ぃ 

是
^;
で

あ

る;'
0

；
バ

:斯
の
.如
き
も
0
に
は
、鉞
判
^
、
立
法
者
、
瞥
察
啻
、軍 

人
等

，の
勞

働

、及
び
彼
等
0

扶
持
の
た
め
に
求
：め
ら
る 

、
支
出
が
规
す
る
の
で
あ
る
：。
是
等
の
货
斑
は
即
ち
一 

般
：：

人
，類
が
自
己
に
扉
す
る
が
如
吾
.物
質
的
生
產.物
若
t
 

は
習
得
的
能
カ.を
«
占
す
る
鄹
に
於
.て
彼
等
人
類
を
保 

.
輯

レ

保

證

す

：
る
，
も

の

.で

あ

；：る
.
。
；：
：
：
彼

等

は

斯

の

如

く

入

類
 

に
保
說
^
與
へ
て
彼
等
を
教
持
ず
る
^
缺
く
可
ら
ざ
‘る 

費

：用

に

：
等

し

^
以

上

の

：
程

度

に

於

せ

、
間

接

^.
生
：產
を
增 

加
^
せ
る
も
の
で
あ
る
。
乍
併
是
れ
の
み
が
、
$

の 

:#
:
在

す

可

乡

唯

ニ

の

，目

的

^
は
：
な

：
い
：
。
ぺ

彼

等

が

人

類

を

_ .

る

.

.

第
す
八
卷
-

ニ

0
〇
九)

雑

錄

'
 

生
産
的
及
ぴ
不
坐
產
的
.订
る
詒
に
就
て

:

保

譏

す

，
る

の

は

,

m
に
人
類
の
永
鑛
的
源
衆
の
所
有
に
：
 

於
て
の
み
な
ら
ず
、
又
人
類
の
«
々
な
る
現
實
的
享
樂 

に
於
て
も
亦
然
り
て
あ

る

。

而
も
翁
の
勸
ま
で
に
於
て 

:
;

u
彼
等
は
假
令
非
常
に
有
用
で
あ
る
£
は
云
へ
、
晋
 々

I:

の
提
唱
せ
ん
ぞ
欲
す
る
區
別
に
從
て
生
產
的
勞
儒
者
で
.：
 

I

あ
る
S
は
考
へ
ら
れ
得
な
い
の
で
あ
る
'

，.
其
の
他
家
內
從
者(

即
ち
下
^

下
女
の

類
)

、
.
の
勞
働 

j

及
び
賃
鈒(

通
常
所
_
給
金〕

t
亦
之
に
風
す
る
の
で
: 

あ
る
。
::
.是
等
の
僕
婢
は
、
W
ら
取
な
る
享
樂
に
役
立
つ 

も
のVJ

し
.て
取
扱
は
る
、
の
で
あ
る
。
併
し
彼
等
の
多 

數
は
屢
々
タ
又
彼
等
0
或
る
者
は
常
に
往
產
的
本
質
あ 

考
へ
ら
る
、
勸
勞
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

例
べ
ば 

\

食
物
製
造
に
於
け
る
最
.終
階
段
れ
る
料
a
の
»
勞
の
如 

ハ
き
、
又

は

農

業

の

一

部
門
た
：る
園*
に
於
け
る
勤
勞
の
：
 

如
^
で
あ
る
r

(

C〕

右
に
：反
し
て
次
の
も
の
は
全
然
不
生
産
的
で
あ

第
七
號

九九
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一
0
ー—

9

、
雜

：：

-,
錄

；

.生
鹿
的
及
び
不
生
逄
的
な
る
語
に
就
て

笫
七
.鱗

!

0
0

'v
:
;
:
t
ィ)
：
直
接
に
專
ら
享
樂
の
，目
的
を
以
て
行
は
れ 

文

求

：
め

ら

る

、

も

の

'な
る

も

？
：併
し
其

物

質

た

る

：..ざ
性 

質

た

る
5
に

論

な

く

享

樂

に

終

始

す

^
♦
か
如
き
も
の
以 

外

に一

物
,
も
生
#'
し
め
次
る
所
の
勞
働
及
び
支
出
"

::
:( 

ロ)

無
益
に
?
換
言
す
れ
ば
純
然
付
る
浪
費
の
た 

:
め
に
行
は
.れ
、
又
求
め
ら
る
、
以
外
に
> 
直

接

の

.拿
樂
へ 

V

又
享
樂
の
永
緻
的
源
衆
を
も
生
ぜ
ざ
る
が
如
^V

勞
働 

及
び
支
出
、：，

;

' 

:

「

併
し
純
然
.た
る
享
樂
0'
た
め
に
求
め
ら
る
>
支
出

>?
: 

努

力

を

鼓

舞

し

て

間

接

に

：生

產

を

促

進

す

る

に 

ば

非

す

や
^
抗

議

せ

ら

れ

得

る

で

あ

ら

ぅ

。
斯
く
て
-こ 

^
高
.
®な
る
建
物
の
立
派
な
る
光
景
も
、
或
る
論
者
に 

從

へ

ば

貧

窮

せ

る

見

物

人

，の
：心

意
0'
上
^
同

：ー
.0
奢
侈 

を
享
樂
せ
ん
^
の
熱
心
な
る
欲
求
S
、
熱
心
に
又
®

* 

に
活
動
し
、
自
己
の
收
入
ょ
り
貯
蓄
し
て
、
自
’國
.の
生 

產
的
資
本(productive 

capital)

を
增
殖
せ
ん

S
の
办 

淤
的
目
的V

を
.生
也
し
む
る
も
の
で
あ
る
ぞ
假
定
せ
ら

る
、
の
で
あ
る
。

■
.

洵
に
人
類
の
大
多
數

は
、
彼
等
の
勞
働
及
び
集
飧
® 

成
朵
を
晚
年
に
"到
で
消
费
せ
んW

の
欲
求
の
み
に
依 

て
、
生
產
的
動
勉(pr

o'.ductive industry )

を
刺
戟
せ

ら
.る
、の
で
わ
る

0
從
て
所
謂
不
生
產
的
消
費
は
、
.
莩 

樂
を
ば
其
の
直
谈
0.
結
朵
マ」

す
る
も
の
に
し
て
、
赏
際 

は
生
產
を
ば
單
に
其
の
手
段
さ
す
る
目
的
た
ろ
に
過
ぎ 

な
い
。：
而
し
て
典
の
目
的
を
欲
求
す
る
結
果
は
、，
啦
だ 

何
人
に
f
其
の
手
段
の
利
用
を
强
ふ
る
乙

€
、
な
る
の. 

で
ぁ
る
？
：

然
る
に
之
に
も
拘
は
.ら
ず
、
享
樂
を
其
の
直
锬
の
目 

的
ヒ
す
る
勞
働
及
び
消
费
<£
、
W
生
產
を
其
の
直
接
の
：
 

自
的

e
す
る
勞
働
及
び
泔
鸳
ど
.の
間
に
於
け
る
碱
別
を 

指
示
す
る
M

€
は
、
最
も
肝
要
で
ぁ
る
.
即
ち
華
樂
を 

目
的
^
す
る
消
费
の
光
^
は

.
Jt
に
之
を
知
り
さ
へ
す 

れ
ば
何
等
直
接
の
.見
込
も
な

i 
.充

分

に

刺

戟

せ

ら

る 

V
,が
如
3
富
に
R

r
與
へ
ら
る
V
享
.樂
の
欲
求
を
^
ほ

1、

層
刺
戟
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
沮
し
此
0:
揚
合
：に
は 

假
令
多
額
の
支
出
の
實
例
が
成
^|

人
を
刺
戟
し
て
*
 

積
せ
し
む
る
に
し
て
も
、
多
概
の
支
出
の
實
例
は
廹
に 

他
の1|

人
を
慫
慂
し
て
火
ザ
；\

に
支
出
3
ぜ
る
も
の 

で
あ
る
？
一

K

ふ
考
察
に
就
て
は

.、

全
然
留
意
せ
ざ
る
も 

の
'で
あ
る
タ
尙
ほ
之
に
も
拘
は
ら
t'
、
若
し
吾
々
の
.期
、
 

待
す
■る
所
がST

論
見
た
る
諸
M
果
の
み
で
あb
>
若
く
 

は
直
接
化
其
の
消
費
に
隨
伴
し
^
而
も
萁
め
消
費
ミ
の 

關
係
が
剑
然
ヒ
迎“
得
：b
る
V
結
果
の
み
で
あ
る
ビ
す 

れ
ば
、「

夂
れ
は
明
か
に
ー
國
に
於
け
る
莩
樂
の
永
續
的 

源
^
を
ば
ょ
り
贫
弱
な
ら
し
む
る
あ
の
で
あ
る
'
之
に 

反
し
て
«
生
產
的
消
費
は
、
，，其
の
國
に
於
け
る
享
樂
の
ノ 

永
*
的
})
®
敗
を
ぼ
ょ
&
豐
富
味
ら
し
ひ
る
も
の
で
あ
る 

加
之
若
し
跟
な
る
快
樂
の
目
的
に
费
消
せ
ら
る
、
も
の 

が
間
接
に
富
の
增
殖
を
促
進
す
る
ボ
す
れ
ば
、
美
れ
は 

m
な
る
快
樂
，に
锻
消
せ
ざ
る
や
ぅ
に
他
人
を
綉
ふ
場
合 

^
の
み
ぁ
-
^
得
る«
實
で
ぁ
る
。
 

'

丨

八

'

'■
;
今

本

論

を

終

る

に

先

立

ら

で

ミ

ル

，の

附

加

へ

た

る

1 

個
の
觀
察
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
不
生
產
的 

勞
働
者
を
雁
傭
し
て
®
消
す
る
も
の
S
金
部
は
必
然
的 

に
不
生
.

@

的
に
消
費
せ
ら

る

ゝ
も
の
；で
あ
る

ビ
、
假
定 

す
可
ら
ざ
る
こ
ぞ
是
れ
で
あ
る
。
何
ど
な
れ
ば
不
生
產 

的
勞
働
者
ど
雖
も
> 
彼
等
の
賃
銀
の
‘一
⑶
を
節
約
し
て 

之
を
生
產
的
事
業
に
投
資
す
る
2
:皮
も
め
り
得
る
か
ら 

で
あ
る
。

.

f通
常
勞
働
者
に
支
拂
はる

：/v

貴

*
は
消
费
せ
ら
る
、 

(
C
o
n
s
u
m
e
d
)

も

.®V 」
！.K

は
れ
る
の
で
あ
る
。
何
ど
な
れ 

ば
其
國
に
對
す
る
總
て
の
利
潤
€
掼

失

？
は
>
.
恰
か
も 

資
本
家
の
則
算
簿
中
に
表
-不
せ
ら
|る
可
き
で
あ
る
か
0 

如
く
君
へ
る
か
ら
で
あ
.る
;0
去

れ

ば

生

產

的

勞

働

に

支
 

拂

は

る
\
ぁ

の

は

生

產

的;^
消

費

せ
.ib
$

s
云

は
^

1
 

.又
不

生

產

的

勞

働

に

支

拂

は

る

、
も
0
は
不
生
產
的
に 

消
費
せ
ら
る
ビ
稱
せ
ら
•る
、

の

で

あ

る

。
併

じ

之

を

適

_
十
八
，怨
：(

i
o
t

1
)

雜
.：

錄
-
:

生
.座
：料
及
び
不
生
產
抑̂る
，̂i

就
：乂
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笫
七
號 

r
§

切
t

^
呼
す
る
に
は
支
射
は
れ

^
る
费
銀
は
^
產

的

勢

働

市

揚

(the. sarket 

for 

l
a
b
o
u
r
)

の
ft
兄
^

$
こ
.
 

若
ズ
は

■

產
的
に
消
費
■

る
1

は
5

て
：I

:「

ね

*
的
若
く
は
不
生
產
的
に
支
出
せ
ち
る
^》

？
3
仏
0な
：蓼

；
ば
ゃ
其
の
勞
働
者
は
其
の
餘
剩
賃
銀
を
節
約
す
る
か
、

. 

云
ふ
可
さ
で
あ
る
。
然
ら
中
；ん
ば
菩
々
は
、「

消
費
せ
ら
、

若
く
は
通
常
云
は
る
、
通
り
彼
は
之
を
浪
費
す
る
乙
S 

る」

奚

i

最
を
二
度
繰
返
さ

I

I
を
得
：な
い
i

f
 

從
て
若
し
も
彼
が
餘
饗
銀
の
幾
何
额 

ら

ぅ

.
;e
l

:t
>
仞
へ
ば
最
ま
に
木
生
蔬
的
に
消
費
せ
ら
る|

(

か
を
節
約
す
れ
ば
、
屉
れ
は
i

m
に
貯
藏
す
る
場
合 

.ざ
云
ふ
な

ら

は

次
に
生
產
的
に
消
費
.せ
ら
る
艺
燥
返
' 

以
外
.に
於
て
は
I

I
彼
が
生
：產
的
に
，使

用

せ

ん

ど
0
f 

す
が
如
含
で
あ
る
。

.

;
''
:

■
;

.
る
賃
鈒
じ
し
て
、
'.
:
.
:
又
夫
れ
は
.生
產
.的
に
消
费
せ
ら
る
、 

; "
併
4
_生
*
的
及
び
不
迚
產
的
の
何
れ
0
方
法
に
於
.て

：

で

あ

ら

ぅ

。

之

に

反

し

て

乾

し

.
^
彼

が

之

を

浪

費

す

る
 

勞
働
者
.の
賃
銀
は
消
费
甘
ら
る
、
や
を
斷
會
す
る
た
^

:
な
ら
ば
、
興
の
消
費
は
直
接
に
®:
:
樂
に
資
せ
ら
る
、
が 

に
：は
.、
！'
菩
々
は
勞
働
者
0
身
の
.：
掌

中

に

あ

る

賃

銀

.
の

跡

故
に
不

生

產

的

で

あ

を

。

,

を
迪
ち
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
：0
即

ち

生

庫

的

勞

働

者

が

自:'
更
に
右
の
事
實
は
、
旣
足
の
術
諝
の
訂
1£
を
暗
示
す
：
 

已
の
職
業
の
た
め
k
完
全
な
る
健
康
^
適
性
ど
を
維
持i

る
ら
の
で
あ
る
。
通
常
經
濟
學
者
は「

M o
^ o
ff
i
o

」
(aet 

す
る
に
必
要
な
る
丈
け
は
、
.生
產
的
に
消
费
さ
れ
ゐ

€
, 

, 

p
r
o
d
u
c
e

純
收
獲
ミ
も
譯
す)

：

を
足
義
し
て
、

一
國
0 . 

謂
は
れ
得
ゃ
ぅ
。31
に
又
其
|

働
者
が
生
產
的
勸
勉
總
；年
生
產
中
ょ
6
年
々
消
費
せ
ら
る
、
資

本

を

更

$
 

に
適
す
る
哞
齡
ま
で
彼
の
：S

を
養
育
す
る
ね
め

s

':
後
に
殘
存
す
る
生
產(that

百
 ̂

o
f 

the 

I

s
 

annual 

出
す
可
き
金
紅
を
附
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
' 今

茬

し

produce 

o
f 

a country 

I

h
 

remains after r
e
p
k
d
n
g

the 

capital annually 

c
o
n
s
u
m
e
d
)

を
云
ふ 

s 
な
す
の 

で
あ
る
。
而
し
て
彼
等
の
說
明
オ
6
所
に
從
ベ
ば
、

是
れ 

..は

.利
'满
.
V
J

—

M
子
.V
J'l
パ
成

^
の
..で
.
*
.る

.

.

.又
賃
銀
^

、
'

 

總
年
生
產
の
他
の
部
分
>
如
ち
資
本
を
'«
ふ
可
色
部
分| 

の
中
に
包
含
せ
ら
る 

>
の
で
：あ
^
*'
'
0
:
此
の
：定

義

に$
づ

j 

い
て
彼
氧
の
常
に
說
く
所
に
：依
れ
，ば
、
純

生

產

の

み

；は

.
 

.富
を
減
少
さ
せ
中
に
不
生
產
的
に
、
即
ち
享
樂
の
れ
め 

に
擴
犬
し
得
可
き
も
の
£
^
>て
、
，ニ ：

國
が
其
の
資
本
を 

集
積
し
犋
> 
又
附
加
し
得
る
た
め
の
基
金
を
構
成
す
る

I

I

る
，

然
る
に
如
上
空
，一
命
題
が
f

i

i

''九
得

る

こ

€
は
.不
可
能
で
あ
る
。"
即
ち
若
し
も
純
生
產

. 

が
資
本
を
償
ベ
る
後
に
*

: #
す

可
刍
も

の

で
あ
る

^

す
 

，れ
ば
：、：：：純
€
產
は
資
本
を
集
;«
す
る
た
め
の
唯
.一
の
®

一
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著
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